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は
じ
め
に

円
覚
寺
の
所
領
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
堀
田
環
左
右
氏
の
『
鎌

倉
円
覚
寺
の
所
領
』
（
「
歴
史
地
塁
第
一
巻
第
一
号
）
が
あ
り
、
最
近

鎌
倉
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
鎌
倉
市
史
・
史
料
編
二
』
の
出
版
を

機
と
し
て
、
賃
達
人
氏
の
『
鎌
倉
円
覚
寺
の
所
領
に
つ
い
て
』

弓
東
洋
大
学
紀
要
」
第
十
一
号
）
お
よ
び
『
鎌
倉
市
史
・
社
寺
編
』

な
ど
が
あ
り
、
円
覚
寺
の
所
領
を
列
記
し
、
そ
の
変
遷
過
程
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
小
稿
は
、
そ
れ
ら
を
真
正
面
か
ら
批
判
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
は
な
い
。
た
だ
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
具
体
的
な
事
実
の
中

に
、
中
世
の
一
寺
院
た
る
円
覚
寺
が
中
世
武
士
と
の
関
係
に
お
い

て
、
そ
の
時
代
に
演
じ
た
役
割
と
そ
の
意
義
と
に
つ
い
て
私
見
を

述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

中
世
仏
教
と
武
士
と
の
関
係
（
富
塚
）

中
世
仏
教
と
武
士
と
の
関
係

１
円
覚
寺
所
領
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

一‐

円
覚
寺
は
鎌
倉
市
山
ノ
内
に
あ
り
臨
済
宗
円
覚
寺
派
大
本
山
、

開
基
は
北
条
時
宗
、
開
山
は
無
学
祖
元
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
述

べ
る
ま
で
も
な
い
（
１
）
。

時
宗
は
深
く
禅
宗
を
信
仰
し
、
弘
安
の
役
の
翌
年
弘
安
五
年

（
一
二
八
一
一
）
戦
亡
者
の
冥
福
を
祈
る
を
目
的
と
し
て
（
２
）
、
本
格

的
な
禅
宗
寺
院
を
建
立
せ
ん
と
欲
し
、
工
匠
を
宋
国
に
派
し
て
径

山
寺
を
模
し
て
本
寺
を
造
営
し
た
。

弘
安
六
年
（
一
一
一
八
三
）
七
月
、
時
宗
は
当
寺
を
幕
府
の
祈
祷

所
と
な
し
（
「
北
条
時
宗
書
状
」
ｍ
１
℃
）
、
次
で
延
慶
元
年
（
一
三
○
八
）

十
二
月
、
建
長
寺
と
共
に
貞
時
の
申
請
に
よ
っ
て
定
額
寺
と
な
っ

た
Ｑ
太
政
官
符
」
画
Ｉ
ろ
）
。
こ
の
こ
と
は
北
条
氏
の
私
寺
が
官
寺
と
し

て
の
性
格
を
付
与
さ
れ
（
３
）
、
北
条
氏
の
庇
護
下
に
寺
の
財
政
が
順

一
五
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調
に
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
の
間
、
多
く
の
寺
領
が
寄
せ
ら
れ
た
。

弘
安
六
年
七
月
十
八
日
に
正
式
に
将
軍
家
（
惟
康
親
王
）
か
ら

認
可
を
う
け
、
円
覚
寺
は
将
軍
家
の
祈
祷
所
と
な
り
、
寺
領
と
し

て
、
尾
張
国
富
田
庄
・
富
吉
加
納
、
上
総
国
亀
山
郷
が
寄
進
さ
れ

た
。
寄
進
者
は
言
う
ま
で
も
な
く
時
宗
で
あ
る
（
「
北
条
時
宗
申
文
」

口
‐
『
・
「
関
東
下
知
状
」
■
‐
巴
。
時
宗
は
、
こ
れ
よ
り
先
の
弘
安
六
年

三
月
一
一
十
五
日
に
尾
張
国
富
田
庄
を
寄
進
し
、
円
覚
寺
の
奉
行
人

を
し
て
実
検
使
を
遣
わ
し
公
私
の
得
分
を
詳
細
に
知
ら
せ
て
お
り

（
「
北
条
氏
柵
執
事
奉
書
」
画
‐
ｅ
、
六
月
八
日
に
は
上
総
国
畔
蒜
南
庄

亀
山
郷
を
（
「
円
覚
寺
文
書
目
録
」
回
‐
の
。
）
、
ま
た
九
月
一
一
十
一
日
に

は
富
田
庄
の
年
貢
運
上
の
た
め
の
宿
・
兵
士
役
を
在
所
の
地
頭
に

命
じ
た
こ
と
が
見
え
る
（
「
尾
張
国
守
護
鮴
醗
駝
書
下
」
ロ
ー
局
）
な
ど
円

覚
寺
所
領
の
初
期
の
気
配
を
呈
し
て
い
る
。

こ
の
円
覚
寺
の
所
領
は
日
本
荘
園
の
成
立
過
程
に
お
い
て
初
期
荘
園

形
態
と
は
、
そ
の
成
立
事
情
と
経
営
形
態
と
に
お
い
て
全
く
異
な
る
荘

園
、
つ
ま
り
、
寄
進
地
系
荘
園
（
４
）
の
成
立
し
て
来
た
事
実
を
見
る
の

で
あ
る
。

尾
張
国
富
田
庄

鎌
倉
末
期
か
南
北
朝
初
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
当
寺
所
蔵
重
要

文
化
財
の
古
図
（
５
）
更
料
編
第
二
、
一
八
六
頁
）
が
あ
っ
て
そ
の
概
略

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
富
田
庄
の
境
域
は
、
東

法
政
史
学
第
一
五
号

は
庄
内
川
を
隔
て
て
愛
知
郡
一
楊
御
厨
に
接
し
、
西
は
庄
内
川
と

分
れ
て
両
流
し
河
辺
、
伊
麦
里
の
間
に
お
い
て
南
に
転
じ
蟹
江
の

西
方
を
流
れ
て
海
に
入
る
川
と
境
し
、
南
は
海
に
面
し
、
北
は
北

馬
嶋
に
及
ん
で
い
る
。
同
庄
を
構
成
す
る
里
の
う
ち
草
壁
里
・
新

家
里
・
伊
麦
里
・
服
織
里
・
畠
田
里
・
富
田
里
。
春
日
里
・
横
江

型
・
稲
村
里
な
ど
が
ほ
ぼ
正
方
形
を
な
し
て
い
る
の
は
、
古
代
条

里
制
の
名
残
り
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
荘
内
に
存
在
す
る

成
願
寺
・
比
叡
社
な
ど
は
荘
民
信
仰
の
中
心
を
な
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
以
上
の
如
く
富
田
庄
は
十
二
ヶ
里
（
「
古
図
・
円
覚
寺
新
文

書
目
録
」
ロ
ー
］
金
）
を
主
体
と
し
上
下
六
ヶ
里
に
分
れ
上
庄
・
下
庄
と

呼
ん
で
い
た
も
の
ら
し
い
（
「
円
覚
寺
文
書
目
銀
」
函
‐
］
＄
）
。
ほ
か
に

北
馬
嶋
領
家
姉
小
路
三
位
家
な
ど
見
え
非
常
に
複
雑
な
土
地
で
あ

っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
（
コ
ハ
波
羅
下
知
状
」
■
‐
圏
）
。

富
田
庄
寄
進
の
時
期
お
よ
び
寄
進
者
は
既
に
述
べ
た
が
、
同
庄

内
得
真
村
は
正
安
一
一
年
（
一
三
○
○
）
二
月
十
七
日
の
寄
進
で
あ

る
（
「
円
覚
寺
文
書
目
録
」
回
‐
Ｓ
）
。
こ
の
様
に
富
田
庄
と
一
口
に
い

っ
て
も
内
容
は
極
め
て
複
雑
で
弘
安
六
年
に
ま
と
め
て
寄
進
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
庄
は
古
く
康
和
五
年
二

一
○
三
）
頃
、
右
大
臣
藤
原
忠
実
の
所
領
で
あ
っ
た
か
ら
、
鎌
倉

末
期
か
ら
南
北
朝
に
か
げ
て
近
衛
家
が
年
貢
を
収
納
し
て
い
た
事

実
を
見
る
の
は
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
（
６
）
。
承
元
五
年
（
一
二

二
）
、
北
条
義
時
が
地
頭
請
所
と
し
て
領
家
年
貢
の
こ
と
に
つ

一
一
ハ
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い
て
請
文
を
出
し
て
い
る
が
》
そ
れ
に
よ
る
と
、

尾
張
国
富
田
Ｈ
領
家
年
貢
事

右
於
二
年
貢
一
考
、
任
二
承
元
五
年
北
条
殿
御
請
文
《
可
レ
有
二
沙
汰
一
之
処
、

連
を
対
枠
之
間
、
雌
し
及
二
訴
訟
、
一
所
瀞
不
レ
論
一
一
損
否
、
一
毎
年
十
一
月
中

価
拾
貫
文
、
可
一
一
京
進
一
之
由
、
被
し
出
二
請
文
一
之
上
者
、
云
二
未
進
訴
訟
、
｜

云
一
一
巡
見
使
之
入
部
、
一
被
二
停
止
一
曇
。
但
佃
参
町
者
自
レ
元
請
分
之
外
、

雑
掌
進
止
今
更
不
し
可
し
有
一
一
子
細
『
若
背
二
此
請
文
一
及
二
遅
食
違
犯
一
看
、

且
輿
。
行
本
所
、
－
且
任
二
承
元
本
請
文
、
一
可
し
有
一
一
沙
汰
一
者
也
。
佃
為
二
後

日
一
之
状
如
レ
件
。

嘉
暦
二
年
五
月
六
日

有
宗

と
あ
り
、
嘉
暦
二
年
（
一
一
一
一
一
一
七
）
改
め
て
一
一
○
貫
文
で
地
頭

請
所
と
し
て
い
る
（
「
尾
張
国
富
田
庄
領
家
雑
掌
紡
契
状
」
・
‐
星
）
。

こ
こ
に
、
武
士
の
荘
園
侵
略
の
一
方
法
と
し
て
の
年
貢
の
抑
留
対
枠

と
い
う
形
が
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
年
貢
未
進
の
訴
訟
が
瀕

繁
に
起
る
が
、
領
家
側
は
、
も
し
反
対
す
れ
ば
、
幕
府
を
う
し
ろ
楯
と

す
る
円
覚
寺
と
争
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
長
い
も
の
に
は
ま
か
れ
る
の

事
無
か
れ
主
義
と
、
相
手
が
寺
で
あ
る
か
ら
帰
敬
の
志
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
よ
う
な
訴
訟
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
を
嫌
い
、
ま
た
確
実
に
一
定
額
の

年
貢
を
確
保
す
る
こ
と
を
考
え
て
、
こ
こ
に
地
頭
に
よ
る
請
所
の
制
を

生
承
出
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
地
頭
請
所
は
一
般
的
に
鎌
倉
初
期
か

ら
承
ら
れ
る
が
、
中
期
以
後
、
地
頭
層
の
勢
力
伸
長
に
と
も
な
っ
て
よ

り
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。
請
所
と
な
る
と
、
そ
の
荘
園
の
下
地
の
進
止

は
全
く
地
頭
の
手
中
に
委
ね
ら
れ
る
わ
け
で
、
地
頭
の
在
地
領
主
化
が

中
世
仏
教
と
武
士
と
の
関
係
（
富
塚
）

進
む
結
果
と
な
る
。
す
な
わ
ち
領
家
の
荘
園
に
対
す
る
実
質
的
な
支
配

力
が
一
歩
後
退
し
た
こ
と
を
示
す
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
成
願
寺
に
つ
い
て
は
正
応
五
年
（
一
二
九
一
一
）
六
月

二
十
四
日
の
下
知
状
が
あ
る
が
、
先
の
富
田
庄
古
因
に
見
え
る
ほ

か
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
「
円
覚
寺
文
書
目
録
」
画
１
ｓ
）
。

富
吉
加
納
も
古
図
に
見
え
る
よ
う
に
、
富
田
庄
の
西
方
に
富
吉

庄
が
あ
り
、
そ
の
中
の
河
辺
・
牛
踏
・
蟹
柳
・
鷲
尾
の
四
郷
の
こ

と
で
あ
る
（
「
足
利
義
詮
御
判
御
教
書
」
い
’
』
当
）
。

」
」
の
富
田
庄
の
寺
に
納
め
る
年
貢
米
は
一
四
二
八
石
八
斗
で
あ

り
、
銭
は
一
五
○
六
貫
入
六
八
文
で
あ
る
が
、
「
円
覚
寺
年
中
寺

用
米
注
進
状
」
早
届
・
「
円
覚
寺
米
銭
納
下
帳
」
⑭
ｌ
屋
・
「
円
覚

寺
寺
用
米
銭
注
進
状
」
』
－
届
ら
に
富
吉
加
納
の
項
は
見
当
ら
な

い
。
恐
ら
く
そ
の
年
貢
は
富
田
庄
年
貢
米
銭
の
中
に
含
ま
れ
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

上
総
国
畔
蒜
南
庄
亀
山
郷

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
弘
安
六
年
六
月
八
日
、
時
宗
の
寄
進

で
あ
る
Ｃ
ｌ
引
凹
‐
⑪
の
申
文
・
下
知
状
の
ほ
か
「
円
覚
寺
文
書
目
録
」

油
１
ｓ
）
。
こ
の
庄
は
古
く
吾
妻
鏡
文
治
一
一
年
（
一
一
八
六
）
六
月

十
一
日
の
条
に
、
頼
朝
が
こ
の
地
頭
職
を
熊
野
別
当
に
寄
付
せ
し

事
な
ど
が
見
え
、
文
保
一
一
年
（
一
三
一
八
）
一
一
一
月
一
一
十
五
日
の
実

検
帳
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
今
は
何
も
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
只
円

覚
寺
文
書
目
録
」
Ｙ
Ｓ
）
。

一

七

Hosei University Repository



法
政
史
学
第
一
五
号

こ
の
亀
山
郷
の
寺
に
納
め
る
年
貢
米
は
一
四
一
石
、
銭
は
六
八

賃
五
八
○
文
で
、
富
田
庄
の
約
一
割
弱
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

ほ
か
大
豆
・
炭
・
薪
な
ど
生
活
必
需
品
を
供
し
て
い
た
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
（
「
円
覚
寺
年
中
寺
用
米
注
進
状
」
口
‐
己
。
「
円
覚
寺

米
銭
納
下
帳
」
早
鼠
）
。

やや時代は下るが暦応二年（一三一一一九）の「将軍家齪鯏御
教
書
」
か
ら
以
上
述
べ
た
富
田
圧
お
よ
び
篠
木
座
の
年
貢
米
が
海
上
運

送
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
関
米
免
除
の
特
権
を
有

す
る
円
覚
寺
寺
用
米
に
対
し
、
飯
島
の
関
所
が
富
田
・
篠
木
両
庄
の
替

米
を
円
覚
寺
を
用
米
で
は
な
い
と
い
う
理
由
で
関
米
を
課
し
た
の
で
足

利
尊
氏
か
ら
こ
れ
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
〔
後
に
も
述
べ
る
が
、
こ
の
事

は
足
利
氏
の
禅
宗
へ
の
帰
依
を
意
味
は
し
ま
い
か
）
。
こ
れ
は
戦
乱
の

た
め
海
上
交
通
が
不
安
と
な
っ
た
た
め
他
所
の
米
を
替
米
と
し
て
円
覚

寺
を
用
米
に
当
て
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

正
観
寺
上
皇
・
小
福
礼
中
山
上
散
在
小
畠

弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
九
月
九
日
、
円
覚
寺
知
事
の
申
請
に

よ
っ
て
時
宗
が
寄
進
し
菜
園
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
弓
北
条
氏
識

公
文
所
奉
書
」
い
－
ご
）
。

以
上
の
寺
領
か
ら
あ
が
る
年
貢
米
銭
お
よ
び
生
活
必
需
品
で
法

事
法
会
の
費
用
、
僧
一
○
○
人
、
行
者
人
工
一
○
○
人
、
承
仕
役

人
等
一
一
○
人
、
洗
衣
四
人
、
方
丈
行
者
六
人
、
下
部
等
三
十
八
人

計
二
六
八
人
の
日
常
生
活
が
賄
な
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
（
「
円
覚
寺

年
中
寺
用
米
注
進
状
」
凶
１
国
）
。
こ
の
史
料
か
ら
円
覚
寺
当
初
の
規
模

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
弘
安
十
年
（
一
一
一
八
七
）
十
二
月
一
一
十
四
日
と
正
応
一
一

年
（
一
一
一
八
九
）
十
一
一
月
十
一
一
日
の
二
度
に
わ
た
っ
て
火
災
が
あ

り
諸
堂
が
焼
失
し
、
ま
た
、
永
仁
元
年
（
一
一
一
九
一
一
一
）
四
月
十
三
日

の
鎌
倉
大
地
震
に
は
、
建
長
寺
が
倒
壊
の
上
炎
上
し
て
い
る
（
７
）
か

ら
円
覚
寺
に
も
そ
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
建
物
に
は
火
災
が
あ
り
修
理
を
要
す
る
し
、
僧
衆
も
、
永
仁

二
年
の
（
「
北
条
貞
時
禅
院
制
符
条
書
」
ぬ
‐
星
）
に
は
見
え
な
い
人
数

が
、
乾
元
一
一
年
の
（
「
崇
演
凱
縣
円
覚
寺
制
符
条
書
」
画
‐
弓
）
に
は
「
不

可
過
弐
百
人
」
と
あ
り
、
一
兀
亨
一
一
一
年
の
（
「
北
条
頁
時
十
一
一
一
年
忌
供
養

記
」
閂
１
ｓ
）
に
は
「
本
寺
一
一
一
百
五
十
人
」
と
見
え
嘉
暦
二
年
の
（
「
崇

鑑
凱
職
円
覚
寺
制
符
条
書
」
回
‐
乱
）
で
は
「
不
可
過
弐
栢
伍
拾
人
」
と

い
い
、
暦
応
一
一
一
年
の
（
「
足
利
直
義
円
覚
寺
規
式
条
書
」
ｍ
１
局
『
）
「
於
当

寺
者
、
可
為
三
百
人
也
」
「
但
し
現
在
居
住
せ
る
も
の
は
そ
の
ま

ま
と
し
、
自
然
に
減
少
し
て
三
○
○
人
以
下
と
な
る
ま
で
は
、
新

ら
た
に
掛
塔
を
許
す
ぺ
か
ら
ず
。
」
と
あ
り
、
文
和
三
年
の
（
「
鎌
倉

御
所
聡
禅
刹
規
式
条
書
」
画
！
］
聖
）
で
は
「
大
刹
者
動
及
過
増
」
と
あ

り
、
そ
れ
が
貞
治
一
一
一
年
の
（
「
円
覚
寺
評
定
衆
連
署
規
式
条
書
」
回
‐
言
）

で
は
「
可
為
四
百
人
之
由
」
と
あ
り
、
永
徳
元
年
の
（
「
室
町
将
軍
家

鰄
禅
院
法
式
条
書
」
回
‐
田
の
）
に
な
る
と
「
大
刹
五
百
人
、
貞
治
法
式

定
之
了
、
然
或
七
・
八
百
人
、
乃
至
一
千
。
一
一
千
云
々
」
と
述
ぺ

一

八
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て
あ
る
如
く
増
々
増
加
の
傾
向
に
あ
る
の
で
当
然
寺
領
も
追
加
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
し
、
こ
の
事
実
か
ら
も

大
き
な
寺
院
の
財
政
の
豊
富
を
想
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
果
し

て
以
下
の
よ
う
な
事
例
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

越
前
国
山
本
庄

弘
安
九
年
二
月
四
日
に
寄
進
さ
れ
た
（
「
円
覚
寺
文
書
目
録
」
回
１
ｓ
）

が
、
こ
の
寄
進
状
は
方
丈
炎
上
の
時
に
紛
失
し
て
し
ま
っ
て
今
は

な
い
。
古
く
は
寛
喜
元
年
（
一
一
一
二
九
）
に
坊
城
女
房
の
申
請
に

よ
っ
て
山
本
庄
預
所
職
お
よ
び
地
頭
職
を
有
栖
川
清
浄
寿
院
領
と

し
て
、
得
宗
の
管
領
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
源
実
朝
の
追
善

の
た
め
に
堂
を
建
立
し
、
堂
領
を
寄
付
し
た
も
の
で
、
建
治
三
年

（
一
二
七
七
）
七
月
四
日
時
宗
が
こ
れ
を
拝
領
し
（
「
将
軍
家
繍
纐
下

女
」
回
１
口
）
、
そ
の
後
、
永
仁
六
年
に
は
円
覚
寺
の
造
営
料
所
と
な

っ
て
い
た
ら
し
い
。
円
覚
寺
造
営
終
了
後
は
返
付
す
ぺ
し
と
あ
る

（「北条氏願下知状」早冶）。
時
代
は
下
る
が
、
元
亨
三
年
（
一
一
一
三
一
一
一
）
の
北
条
貞
時
十
一
一
一

回
忌
に
際
し
、
北
条
高
時
、
貞
時
後
室
安
達
氏
等
が
円
覚
寺
の
法

堂
を
再
建
す
る
に
つ
い
て
も
、
ま
た
山
本
庄
が
造
営
料
所
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
要
す
る
材
木
採
取
の
所
々
と
し
て
、
こ
の
時
、
年
貢

は
千
六
百
貢
、
請
料
は
年
に
干
貫
と
な
っ
て
い
る
。
給
主
山
本
太

郎
家
光
・
伊
賀
房
信
慶
等
は
二
年
分
の
請
料
を
だ
す
こ
と
が
で
き

ず
辞
退
し
た
の
で
、
武
幸
胤
将
は
二
千
賞
を
先
ぎ
払
い
す
る
こ
と

中
世
仏
教
と
武
士
と
の
関
係
（
富
塚
）

に
よ
り
、
二
年
間
に
千
一
一
百
賞
、
す
な
わ
ち
六
割
一
一
分
五
厘
の
利

益
を
得
た
こ
と
に
な
る
（
「
北
条
貞
時
十
三
年
忌
供
養
記
」
・
‐
＄
）
。

鎌
倉
時
代
中
期
以
後
、
御
家
人
の
間
で
貧
富
の
差
が
甚
し
く
な
り
、

遂
に
は
幕
府
の
保
護
干
渉
の
効
も
な
く
所
領
を
も
た
ぬ
も
の
が
多
数
あ

ら
わ
れ
る
一
因
と
し
て
、
こ
の
様
な
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

尾
張
国
篠
木
庄

正
応
六
年
（
一
一
一
九
三
）
六
月
一
一
十
五
日
に
至
っ
て
長
講
堂
領

尾
張
国
篠
木
庄
が
造
営
料
所
と
し
て
寄
進
さ
れ
（
「
北
条
貞
時
書
状
」

画
１
国
）
、
永
仁
一
一
一
年
（
一
二
九
五
）
七
月
三
日
に
は
将
軍
家
下
女
を

も
っ
て
永
代
寄
進
と
な
っ
た
（
「
円
覚
寺
文
書
目
録
」
⑭
１
ｓ
）
。
こ
の

庄
は
、
正
応
五
年
か
ら
永
仁
三
年
ま
で
、
領
家
に
年
貢
を
納
め
な

か
っ
た
ら
し
く
、
領
家
が
幕
府
に
訴
訟
し
た
の
で
、
四
年
分
の
年

貢
、
一
年
一
九
○
貫
文
、
計
七
六
○
貫
文
を
領
家
に
納
め
て
解
決

し
た
（
「
尾
張
国
篠
木
庄
領
金
年
貢
返
抄
」
ｍ
－
面
９
画
－
弓
》
い
－
画
＠
造
Ｉ
岩
）
。

こ
れ
に
つ
い
て
和
与
の
院
宣
が
下
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
篠

木
庄
は
地
頭
請
所
と
し
て
、
す
で
に
六
十
余
年
も
経
過
し
て
い
る

が
、
こ
こ
に
円
覚
寺
を
し
て
篠
木
庄
の
地
頭
請
所
と
し
、
領
家
も

和
与
状
お
よ
び
院
宣
に
よ
っ
て
円
覚
寺
の
請
所
で
あ
る
こ
と
を
認

め
、
毎
年
十
月
に
請
料
を
支
払
う
こ
と
を
約
し
和
し
た
今
関
東
下

知
状
」
画
Ｉ
望
）
。

こ
れ
は
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
、
同
一
の
土
地
に
及
ぼ
す
二
権
力
の
相

剋
が
繰
返
さ
れ
た
よ
き
例
で
、
幕
府
と
し
て
は
、
一
方
で
は
地
頭
に
対

一
九
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法
政
史
学
第
一
五
号

し
て
荘
園
に
お
け
る
年
貢
公
事
の
対
枠
を
い
ま
し
め
、
荘
園
領
主
の
荘

園
支
配
を
妨
げ
る
行
為
を
非
法
と
し
て
扱
っ
た
が
、
他
方
で
は
現
地
に

お
け
る
地
頭
権
の
伸
張
を
保
護
す
る
態
度
も
顕
著
で
あ
っ
た
。
荘
園
に

；
お
け
る
こ
の
よ
う
な
矛
盾
は
至
る
と
こ
ろ
で
現
わ
れ
た
（
８
）
ｐ
地
頭
に

対
す
る
職
務
上
の
支
配
権
は
依
然
と
し
て
荘
園
領
主
が
こ
れ
を
有
す
る

が
、
そ
れ
は
も
は
や
形
式
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
地
頭
の
身
分
上
の
支

配
権
は
領
主
に
は
な
く
、
こ
れ
を
進
退
す
る
権
限
は
幕
府
に
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
従
っ
て
地
頭
が
非
法
を
働
い
て
も
、
領
主
は
自
己
の
一
存
で

こ
れ
を
改
易
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
必
ず
鎌
倉
幕
府
に
訴
え
て
、
そ
の

処
分
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
結
果
地
頭
の
不

法
に
つ
い
て
の
訴
訟
・
相
論
が
猟
発
し
、
こ
の
こ
と
が
荘
園
制
そ
の
も

の
の
決
定
的
な
変
質
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

、
、

ま
た
、
和
与
に
つ
い
て
も
、
地
頭
対
荘
園
領
主
の
所
務
相
論
の
解
決

、
、

手
段
と
し
て
執
ら
れ
た
場
合
が
多
く
、
後
出
の
中
分
と
共
に
武
家
の
勢

力
の
伸
張
の
過
程
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
荘
園
領
主
の
権
力
失
墜
の
過

程
に
お
い
て
、
そ
の
果
し
た
社
会
史
的
意
義
は
重
要
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。

篠
木
庄
は
古
く
天
養
一
兀
年
（
一
一
四
四
）
九
月
、
立
巻
し
た
庄

園
で
あ
る
。
美
福
門
院
の
御
領
で
、
尾
張
国
の
諸
郡
に
散
在
し
て

い
た
畠
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
た
（
「
皇
后
官
職
領
尾
張
国
篠
木
荘

文
書
案
」
閂
Ｉ
Ｃ
。

さ
て
、
永
代
寄
進
と
な
っ
た
篠
木
庄
は
、
一
一
日
後
の
永
仁
三
年

七
月
五
日
、
常
住
の
修
造
料
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
翌
四
年
七

月
三
日
に
は
寺
用
の
不
足
分
に
当
て
ら
れ
て
い
る
（
「
円
覚
寺
文
書

目
録
」
画
‐
Ｓ
）
。
こ
の
こ
と
は
、
火
災
炎
上
後
の
復
旧
が
な
り
寺
の

拡
大
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

以
上
の
越
前
国
山
本
庄
お
よ
び
尾
張
国
篠
木
庄
の
寺
領
に
よ
っ

て
、
寺
の
経
常
費
、
修
理
・
造
営
費
が
賄
か
な
わ
れ
た
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

上
野
国
玉
村
御
厨
内
北
玉
村
郷

弘
安
九
年
（
一
一
一
八
六
）
正
月
一
一
十
三
日
、
幕
府
が
北
玉
村
の

所
出
物
を
、
時
宗
の
墓
堂
（
仏
日
庵
）
の
仏
事
用
途
に
当
て
る
た

め
、
同
所
の
沙
汰
人
を
し
て
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
（
「
鎌
倉
幕
府

奉
行
人
連
署
奉
書
」
ぬ
１
９
）
。
所
出
物
の
注
進
状
は
弘
安
八
年
と
思

わ
れ
る
十
二
月
二
十
七
日
の
奉
書
が
あ
っ
た
が
今
は
な
い
よ
う
で

あ
る
（
「
円
覚
寺
文
書
目
録
」
回
‐
Ｓ
）
。

下
総
国
大
須
賀
保
内
毛
成
・
草
毛
両
村

正
応
三
年
（
一
一
一
九
○
）
五
月
十
九
日
、
神
四
郎
入
道
了
義
の

寄
進
で
、
こ
の
両
村
は
も
と
大
須
賀
胤
氏
が
神
四
郎
に
売
っ
た
も

の
で
あ
る
（
「
関
東
下
知
状
」
■
‐
田
）
。
寄
進
状
置
女
お
よ
び
永
仁
六

年
四
月
十
二
日
の
安
堵
下
女
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
今
は
な
い
（
「
円

覚
寺
文
書
目
録
」
い
－
ｓ
）
。

出
羽
国
寒
河
江
庄
内
五
箇
郷

永
仁
一
一
一
年
（
一
一
一
九
五
）
閏
一
一
月
二
十
五
日
、
寄
進
者
は
貞
時

で
あ
る
。
恐
ら
く
時
宗
の
仏
事
供
養
料
と
思
わ
れ
る
が
、
出
羽
国

一

一

○
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寒
河
江
庄
内
で
工
藤
刑
部
左
衛
門
入
道
が
知
行
し
て
い
た
五
ヶ

郷
、
つ
ま
り
吉
田
・
堀
口
・
三
曹
司
・
両
所
・
窪
目
を
太
陽
寺
の

替
と
し
て
仏
日
庵
に
寄
せ
、
そ
の
公
事
は
免
除
さ
れ
た
（
「
北
条
氏

噸
執
事
奉
書
」
画
‐
畠
）
。
仏
日
庵
は
北
条
得
宗
家
の
墓
所
で
あ
る
た

め
、
そ
の
得
宗
の
当
主
た
る
貞
時
が
認
証
し
て
寄
進
状
を
出
し
、

執
事
長
崎
光
綱
の
奉
書
が
添
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

浜
木
屋
地

永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
九
月
二
十
四
日
の
寄
進
で
あ
る
。
寄

進
状
一
通
と
あ
る
ほ
か
何
も
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
。
（
「
円
覚
寺
文

書
目
録
」
い
－
ｓ
》
い
－
示
由
）
。

相
模
国
山
内
庄
内
吉
田
郷
内

嘉
元
四
年
（
一
三
○
六
）
九
月
一
一
十
七
日
、
貞
時
が
吉
田
郷
内

の
田
一
町
、
在
家
一
宇
を
正
観
寺
前
の
地
の
替
と
し
て
寄
進
し
た

も
の
で
あ
る
（
「
崇
演
凱
麟
寺
領
寄
進
状
」
い
‐
患
）
が
二
年
後
の
徳
治

一
一
一
年
七
月
一
一
十
七
日
に
貞
時
は
再
び
正
観
寺
前
の
地
と
替
え
て
い

る
（
「
崇
演
凱
職
書
状
」
早
全
）
。
正
観
寺
前
の
地
は
ど
こ
を
指
す
の

か
知
り
得
な
い
。

尾
張
国
中
嶋
郡
南
条
下
池
部
里
内
今
村
福
満
寺
々
職
の
畠
地
、

嘉
元
四
年
（
一
一
一
一
○
六
）
十
一
月
十
八
日
、
沙
弥
覚
蔵
ほ
か
十
五

名
連
署
の
寄
進
で
あ
る
。
円
覚
寺
に
納
め
る
代
銭
は
三
質
五
○
○

文
で
、
畠
地
は
三
町
五
段
で
一
反
当
り
一
○
○
文
で
あ
る
（
「
覚
蔵

外
十
五
名
連
署
寺
領
寄
進
状
」
い
‐
さ
）
。
こ
の
事
は
覚
蔵
の
父
、
貞
親

中
世
仏
教
と
武
士
と
の
関
係
（
富
塚
）

が
私
領
の
畠
地
を
熱
田
社
の
士
分
御
燈
油
畠
地
に
寄
進
し
た
こ
と

に
な
ら
い
覚
蔵
も
将
来
の
牢
籠
を
絶
と
う
と
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。

池
尻

嘉
元
四
年
（
’
一
一
一
○
六
）
十
一
月
十
八
日
の
寄
進
で
あ
る
が
、

（
「
円
覚
寺
文
書
目
録
」
甲
Ｓ
）
に
寄
進
状
一
通
と
見
え
る
ほ
か
は
何

も
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日
付
の
点
か
ら
考
察
す
る
と
前
掲

の
尾
張
国
中
嶋
郡
南
条
下
地
部
里
内
今
村
福
満
寺
萄
職
畠
地
の
文

書
か
も
知
れ
な
い
。

円
覚
寺
毎
月
四
日
大
斎
結
審

徳
治
一
一
年
（
一
三
○
七
）
五
月
、
貞
時
が
亡
父
時
宗
の
大
斎
料

を
御
内
人
等
に
命
じ
て
い
る
（
９
）
（
票
演
飢
麟
判
円
覚
寺
大
斎
料
結
番

定
文
」
い
‐
合
）
。
こ
れ
は
得
宗
家
が
家
臣
に
法
事
の
費
用
を
課
し
た

も
の
で
一
種
の
寺
領
寄
進
と
い
え
よ
う
。

播
磨
国
五
箇
庄
内
川
草
北
村

正
和
四
年
（
一
一
一
二
五
）
六
月
一
一
十
一
日
、
得
宗
の
被
官
、
安

東
道
常
が
、
高
時
の
許
可
を
得
て
、
得
宗
の
恩
給
地
で
あ
る
こ
の

村
を
、
自
分
の
死
後
に
寄
進
す
る
こ
と
を
約
し
、
ま
ず
上
分
の
う

ち
の
一
○
貫
文
を
貞
時
の
仏
事
の
費
用
に
施
入
し
、
仏
事
用
途
の

ほ
か
は
寺
に
ま
か
せ
使
用
す
べ
し
と
し
、
そ
の
下
地
の
所
務
は
関

屋
忠
政
を
し
て
行
な
わ
し
め
た
（
這
常
鰄
噸
呼
舳
右
寺
領
寄
進
状
」

画
１
ｍ
ｍ
）
。
（
「
道
常
置
文
」
函
１
＄
）
。
（
「
円
覚
寺
文
書
目
録
」
ｐ
ｌ
Ｓ
）
。

一
一
一
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尾
張
国
春
日
部
郡
林
・
阿
賀
良
村

元
亨
二
年
（
一
一
一
一
一
一
一
一
）
六
月
一
一
十
七
日
、
沙
弥
浄
円
・
源
助

良
・
沙
弥
心
蓮
・
僧
宴
源
。
橘
盛
保
・
僧
盛
尊
ら
六
人
の
寄
進
で

あ
る
。
こ
の
両
村
は
春
日
部
の
郡
司
範
俊
が
開
発
し
た
も
の
で
は

あ
る
が
、
篠
木
・
野
口
等
（
開
発
者
は
同
じ
）
の
関
東
御
領
と
は

違
い
別
相
伝
の
地
で
あ
り
年
貢
を
納
め
る
理
由
は
全
く
な
か
っ
た

が
、
幕
府
を
う
し
ろ
楯
と
す
る
円
覚
寺
が
開
発
者
が
同
じ
で
あ
る

と
い
う
理
由
か
ら
不
当
に
納
め
さ
せ
た
も
の
で
、
寺
領
の
拡
大
の

片
鱗
が
う
か
が
え
る
（
「
尾
張
国
林
・
阿
賀
良
両
村
名
主
浄
円
等
連
署
請

文
」
回
’
＆
）
。

尾
張
国
中
嶋
郡
南
条
三
宅
郷
内
国
分
・
溝
口
両
村

正
中
一
一
年
（
一
一
一
一
三
五
）
一
一
月
十
五
日
、
沙
弥
蓮
浄
の
寄
進
で
あ

り
、
こ
の
両
村
の
田
畠
は
、
蓮
浄
の
先
祖
が
開
発
し
代
々
知
行
し

て
い
た
も
の
で
熱
田
社
を
本
家
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

菩
提
・
現
世
安
穏
を
祈
り
円
覚
寺
に
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
（
「
蓮
浄

寺
領
寄
進
状
」
画
－
ご
）
。

以
上
、
上
野
国
玉
村
郷
以
下
の
寄
進
に
よ
っ
て
供
養
料
そ
の
ほ

か
寺
の
雑
費
類
が
賄
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
所
領
が
、
鎌
倉
時
代
の
円
覚
寺
領
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

註

（
１
）
辻
善
之
助
著
「
日
本
仏
敦
史
」
中
世
篇
之
二
一
七
五
頁
以
下

法
政
史
学
第
一
五
号

〃
「
戸
口
本
文
化
史
Ⅲ
」
一
四
七
頁

橋
川
正
著
「
日
本
仏
敦
史
」
ｌ
禅
宗
の
伝
播
’
一
一
三
五
頁
以
下

鷲
尾
順
敬
著
「
鎌
倉
武
士
と
禅
」
一
四
八
頁
以
下

鎌
倉
市
史
編
纂
委
員
会
編
「
鎌
倉
市
史
・
社
寺
編
」
円
覚
寺
の
項

玉
村
竹
一
一
箸
「
夢
窓
国
師
」
ｌ
中
世
禅
林
主
流
の
系
譜
Ｉ

大
野
達
之
助
著
「
日
本
仏
教
思
想
史
」
臨
済
宗
の
興
隆

玉
村
竹
二
稿
〃
臨
済
宗
教
団
の
成
立
”
「
歴
史
教
育
」
第
、
巻
第

６
号

（
２
）
前
掲
「
鎌
倉
武
士
と
禅
」
一
七
九
頁

前
掲
「
日
本
仏
敦
史
・
中
世
篇
之
一
こ
一
七
五
’
一
七
七
頁

（
３
）
石
村
喜
英
箸
〃
定
額
寺
の
性
格
と
そ
の
始
源
に
つ
い
て
〃
「
日
本

歴
史
」
第
Ｍ
号

（
４
）
安
田
元
久
箸
「
日
本
荘
園
史
概
説
」

（
５
）
前
掲
「
鎌
倉
市
史
・
社
寺
編
」
三
五
八
頁

（
６
）
竹
内
理
三
稿
〃
日
本
荘
園
史
（
第
一
一
一
十
四
識
）
〃
「
日
本
歴
史
」

第
側
号
で
は

尾
張
国
富
田
庄
に
つ
い
て
〃
「
朝
野
群
載
七
」
に
、
大
膳
少
進

平
季
政
を
尾
張
国
富
田
庄
下
司
職
に
補
任
し
た
右
大
臣
家
府
が
あ

る
。
こ
の
時
の
右
大
臣
は
忠
実
で
あ
る
。
「
近
目
録
」
に
京
極
殿

領
内
と
あ
る
の
は
、
忠
実
の
父
の
代
か
ら
家
領
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
〃
と
あ
る
。

（
７
）
前
掲
「
鎌
倉
武
士
と
禅
」
一
八
四
頁

前
掲
「
鎌
倉
市
史
・
社
寺
編
」
一
一
一
六
一
一
頁
・
’
一
一
六
八
頁

「
北
条
九
代
記
」

（
８
）
前
掲
「
日
本
荘
園
史
概
説
」
一
七
三
頁
荘
園
の
二
重
支
配

二
一

一
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一一

元
弘
一
一
一
年
（
一
一
一
一
三
一
一
一
）
北
条
氏
の
滅
亡
に
際
し
、
時
世
と
は

い
い
な
が
ら
押
領
濫
妨
が
つ
づ
く
が
、
足
利
尊
氏
に
よ
っ
て
再
興

さ
れ
る
。
南
北
朝
時
代
に
も
足
利
氏
の
帰
依
に
よ
っ
て
新
寺
領
が

寄
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
規
模
は
概
し
て
小
さ
く
、
そ
の
所
領
も
関

東
に
集
中
す
る
。

以
下
、
建
武
中
興
以
降
の
円
覚
寺
所
領
の
変
遷
過
程
を
承
る
こ

と
に
す
る
。

後
醍
醐
天
皇
は
、
元
弘
三
年
（
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
）
七
月
十
一
一
日
、
寺

領
を
安
堵
せ
し
め
る
論
旨
（
い
ず
こ
の
安
堵
で
あ
る
か
判
明
し
得

な
い
が
）
お
よ
び
御
祈
祷
所
と
す
る
論
旨
を
出
し
、
翌
月
十
二
日

に
は
仏
日
庵
を
安
堵
し
（
「
円
覚
寺
文
書
目
録
」
画
‐
【
の
）
、
翌
建
武
元

年
二
月
二
十
五
日
に
は
山
本
庄
を
安
堵
せ
ら
れ
た
（
「
円
覚
寺
領
越

前
国
山
本
荘
具
書
案
」
画
１
巴
）
。
（
「
円
覚
寺
文
書
目
録
」
■
１
］
＄
）
。

元
弘
一
一
一
年
八
月
十
六
日
、
後
醍
醐
天
皇
は
富
田
庄
を
没
収
し
、

中
納
言
三
位
局
へ
与
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
す
ぐ
寺
へ
返
さ

れ
た
（
「
円
覚
寺
文
書
目
録
」
い
‐
』
＄
）
。
翌
建
武
元
年
七
月
十
一
日
に

は
、
富
田
庄
・
篠
木
庄
の
中
分
を
止
め
年
貢
を
領
家
に
進
済
す
べ

し
と
す
る
論
旨
案
が
あ
り
（
「
後
醍
醐
天
皇
論
旨
案
」
早
田
）
、
そ
の
論

旨
に
任
せ
て
と
す
る
尾
張
国
宣
Ｃ
ｌ
王
）
・
尾
張
国
目
代
施
行
状

中
世
仏
教
と
武
士
と
の
関
係
（
富
塚
）

（
９
）
佐
藤
進
一
署
「
鎌
倉
幕
府
訴
訟
制
度
の
研
究
」
二
五
１
二
七
頁

（
画
‐
恩
）
が
あ
り
、
こ
れ
に
関
す
る
雑
訴
決
断
所
牒
（
歯
‐
①
］
）
お
よ

び
尾
張
国
宣
（
画
‐
Ｂ
）
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
両
庄
に
一
時
的
に

も
せ
よ
中
分
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

し
か
し
建
武
三
年
足
利
尊
氏
が
京
都
へ
上
り
、
鎌
倉
幕
府
の
後

継
者
と
し
て
円
覚
寺
ら
禅
宗
寺
院
が
厚
く
庇
護
さ
れ
た
の
で
、
主

な
所
領
は
安
堵
さ
れ
た
。
ま
ず
、
同
年
九
月
十
五
日
、
元
弘
以
来

収
公
せ
ら
れ
し
同
寺
領
お
よ
び
知
行
の
地
を
元
の
如
く
安
堵
せ
し

め
（
「
足
利
等
氏
御
教
書
」
画
‐
三
）
、
翌
年
七
月
十
日
に
は
足
利
直
義

が
寺
領
安
堵
の
下
文
を
出
し
て
い
る
。

当
寺
領
尾
張
国
篠
木
庄
、
富
田
圧
、
国
分
・
溝
口
両
村
、
越
前
国
山

本
庄
内
泉
・
船
津
両
郷
、
武
蔵
国
江
戸
郷
内
前
嶋
、
上
総
国
畔
蒜
南
庄

内
亀
山
郷
、
下
総
国
大
須
賀
保
内
毛
成
・
草
毛
両
村
、
上
野
国
玉
村
御

厨
内
北
玉
村
郷
、
出
羽
国
北
寒
河
江
圧
五
ケ
郷
砺
舵
辨
翻
即
・
三
曹
司

地
頭
職
事
、
任
去
、
季
千
一
月
八
日
官
符
並
関
東
安
堵
等
、
可
令
知
行

給
之
状
如
件

建
武
四
季
七
月
十
日

左
馬
頭
（
花
押
）

謹
上
円
覚
寺
長
老

と
あ
っ
て
鎌
倉
時
代
は
と
も
あ
れ
、
南
北
朝
以
後
、
地
頭
職
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
時
の
円
覚
寺
領
は
九
カ
所
で
あ

る
。
と
す
る
と
鎌
倉
時
代
寄
進
を
う
け
た
そ
の
他
の
寺
領
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
貞
治
二
年
（
一
一
一
一
六
一
一
一
）
四
月
の
円

覚
寺
文
書
目
録
に
よ
る
と

一

一

一

一

一
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（
前
略
）

不
知
行
所
こ
文
書

二
通
尾
張
国
今
村
福
万
寺
名
主
寄
進
状

一
通
狐
草
寄
進
状
安
東
平
内
右
衛
門
入
道

一
通
林
・
阿
賀
良
名
主
寄
進
状

一
通
同
坪
付

一
通
池
尻
寄
進
状

一
通
八
楠
郷
文
書
案

（
後
略
）

と
見
え
、
八
楠
郷
以
外
の
四
ヶ
郷
は
貞
治
二
年
に
は
不
知
行
と
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
「
円
覚
寺
文
書

目
録
」
い
－
」
＄
）
。

尾
張
国
今
村
福
万
寺
の
場
合
、
寺
が
契
約
に
違
え
た
ら
地
主
、

寺
僧
の
雅
意
に
任
す
と
あ
り
（
覺
蔵
外
十
五
名
連
署
寺
領
寄
進
状
」

い
－
《
○
）
◎

播
磨
国
五
ケ
庄
内
川
草
北
村
に
つ
い
て
は
、
下
地
の
所
務
は
関

屋忠政に行なわしめており（「道常鰕醗岼馴右置女」い‐巴）、
林
・
阿
賀
良
村
は
円
覚
寺
の
威
勢
に
よ
っ
て
寺
領
と
し
た
所
で
あ

っ
た
か
ら
（
「
尾
張
国
林
・
阿
賀
良
両
村
名
主
浄
円
等
連
署
請
文
」
■
ｌ
ｏ
ｏ
）
、

北
条
氏
の
滅
亡
と
と
も
に
当
然
潰
滅
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た

ろ
う
。

尾
張
国
富
田
庄

法
政
史
学
第
一
五
号

富
田
庄
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
元
弘
一
一
一
年
、
一
旦
収
公
さ
れ
た

が
、
す
ぐ
返
付
さ
れ
、
後
下
庄
の
領
家
近
衛
基
嗣
に
建
武
四
年
の

年
貢
を
納
め
な
か
っ
た
ら
し
く
幕
府
に
訴
え
ら
れ
て
い
る
が
、
す

ぐ
納
め
て
解
決
し
た
よ
う
で
あ
る
（
「
散
位
某
奉
書
」
画
‐
三
）
。
（
「
前

関白家鋤繩御教書」■１」］」）。また暦応元年（一一一一一一一八）頃、
一
楊
御
厨
余
田
方
雑
掌
良
勝
と
萱
境
に
つ
い
て
相
論
を
し
た
が
、

両
者
の
主
張
を
調
べ
新
ら
た
に
絵
図
を
作
り
境
を
引
く
な
ど
し
て

解
決
し
て
い
る
（
「
荒
尾
宗
顕
請
文
」
い
‐
］
］
「
》
■
‐
］
こ
い
‐
巨
・
「
荒
尾

宗顕代融鱸允請文」ロー］、。「上条篤光請文」円１局Ｐ回－』巴・「足
利
直
義
下
知
状
」
ｐ
－
］
巳
・
「
沙
法
院
領
尾
張
国
一
楊
御
厨
余
田
方
預
所
状

官
連
署
和
与
状
」
い
－
」
と
。
「
円
覚
寺
新
文
書
渡
目
録
」
ロ
ー
」
命
）
。

文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
頃
か
ら
永
和
元
年
（
’
一
一
一
七
五
）
の

間
、
し
ば
し
ば
北
馬
嶋
、
富
吉
加
納
内
の
四
ヶ
郷
、
つ
ま
り
河

辺
・
牛
踏
・
蟹
柳
・
鷲
尾
な
ど
、
大
体
北
の
部
分
が
濫
妨
侵
略
さ

れ
た
（
「
足
利
義
誰
御
判
御
教
欝
」
い
’
」
、
９
画
‐
］
田
》
い
‐
］
、
、
》
閂
１
』
召
・
「
尾

張国守護鮎鰍邇行状」画Ｉ」ｇ・「室町将軍家鰄御教書」い‐■＆萱
■
‐
巳
］
）
。
貞
治
一
一
年
（
一
一
一
一
六
一
一
一
）
に
は
富
田
庄
田
所
子
息
称
三

郎
に
も
侵
略
さ
れ
た
ら
し
く
、
尾
張
国
の
守
護
土
岐
頼
康
に
は
秘

計
を
つ
く
し
て
保
護
を
求
め
て
い
る
９
仏
日
庵
公
物
目
録
」
■
‐
］
Ｓ
）
。

永
和
一
一
一
年
（
一
一
一
一
七
七
）
の
官
宜
旨
（
い
‐
巴
の
造
‐
巴
『
）
に
は
諸
役

免
除
と
し
て
見
え
る
け
れ
ど
、
嘉
慶
一
一
年
（
二
一
一
八
八
）
に
は
遂

に
富
田
・
篠
木
両
庄
内
の
名
々
が
濫
妨
さ
れ
て
し
ま
う
（
「
室
町
将

一

一

四
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軍家織御教書」■１９『）。そして応永一一一年（一一一一九六）六月
十
九
日
、
尾
張
国
富
田
庄
は
、
伊
勢
貞
信
の
所
領
上
総
国
山
武
郡

堀
代
・
君
津
郡
大
崎
三
ヶ
郷
と
交
換
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
（
「
伊

勢氏纈奉行人某書状」早〕Ｓ）・
尾
張
国
篠
木
庄

建
武
元
年
（
一
一
一
一
一
一
一
四
）
六
月
三
十
日
、
同
庄
内
石
丸
保
・
野

口
村
を
請
所
と
し
（
「
尾
張
国
宣
」
い
‐
望
）
。
（
「
尾
張
国
目
代
施
行
状
」

早
田
）
、
地
頭
請
所
で
あ
る
こ
と
を
改
め
ざ
る
よ
う
領
家
広
義
門
院

（
後
伏
見
院
女
御
・
藤
原
寧
子
）
に
伝
え
確
認
さ
れ
た
の
は
よ
か
っ

た
が
（
「
後
伏
見
法
皇
院
宣
」
回
‐
駅
）
、
翌
一
一
年
、
同
庄
内
大
山
寺
お

よ
び
白
山
円
福
寺
の
住
侶
ら
に
苅
田
の
狼
籍
を
う
け
た
（
「
雑
訴
決

断
所
除
」
■
‐
Ｂ
）
。
翌
一
一
一
年
、
同
庄
内
野
口
、
石
丸
保
に
お
い
て
円

覚
寺
が
領
家
広
義
門
院
の
所
領
を
濫
妨
す
る
な
ど
し
（
西
条
隆
持

申
状
案
」
画
－
］
＆
。
「
広
義
門
院
令
旨
」
い
－
ｓ
今
。
「
光
厳
上
皇
院
宣
」
■
Ｉ
Ｓ
Ｊ
・

「
光
厳
上
皇
院
宣
」
回
１
ｓ
の
）
、
暦
応
元
年
（
一
一
一
一
三
八
）
国
宣
を
与
え

て
和
与
（
「
尾
張
国
宜
」
い
‐
］
］
】
。
「
抑
原
資
明
書
状
」
・
Ｉ
］
竃
・
「
光
厳
上

皇
院
宣
」
い
‐
巨
山
）
、
翌
二
年
、
足
利
直
義
の
下
知
状
が
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
和
与
の
条
件
と
し
て
正
税
糸
二
十
両
、
綿
六
両
お
よ
び

銭
二
十
賞
一
五
○
文
を
領
家
に
納
め
、
下
地
は
地
頭
た
る
円
覚
寺

の
進
止
と
す
と
見
え
て
い
る
（
「
足
利
直
義
下
知
状
」
い
‐
］
巴
）
、
ま
た

同
庄
内
玉
野
郷
が
熱
田
大
宮
司
に
濫
妨
さ
れ
弓
円
覚
寺
知
事
殿
重
申

状
案
」
ぬ
‐
］
星
）
、
伊
勢
神
宮
の
賦
課
で
あ
る
役
夫
工
米
の
当
庄
へ
の

中
世
仏
教
と
武
士
と
の
関
係
（
富
塚
）

賦
課
責
徴
の
問
題
が
生
じ
た
が
、
将
軍
居
住
の
地
で
あ
っ
た
た
め

賦
課
さ
れ
ず
に
免
除
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
西
条
隆
蔭

書
状
案
」
■
ｌ
］
畠
・
「
光
厳
上
皇
院
宣
」
■
１
局
①
。
「
伝
奏
某
御
教
書
」
ロ
ー
己
○
・

「円覚寺文書請取状」山－忌○・「将軍家齪鯏御教書」画Ｉ］、」》画ｌ』忠》
口
‐
］
田
・
「
長
講
堂
領
尾
張
国
篠
木
荘
具
書
案
」
■
１
回
宝
）
。
永
和
一
一
年
（
一

一
一
一
七
六
）
大
嘗
会
米
の
免
除
も
う
け
た
（
「
室
町
将
軍
家
鰄
御
教
書
」

画
‐
巳
の
）
。
富
田
庄
と
同
様
、
永
和
の
官
宣
旨
に
は
見
え
る
が
、
嘉

慶
二
年
濫
妨
を
う
け
た
後
は
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
「
室
町
将
軍

家繍御教書」ローロヨ）・
越
前
国
山
本
庄

前
に
述
ぺ
た
如
く
、
建
武
元
年
（
一
一
一
一
一
一
一
四
）
一
一
月
一
一
十
六
日

に
安
堵
の
続
旨
が
下
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
翌
月
二
十

四
日
に
は
湯
浅
宗
顕
に
押
領
さ
れ
（
「
円
覚
寺
領
越
越
前
国
山
本
荘
具

書
案
」
■
‐
ｍ
ｅ
、
一
旦
寺
に
返
さ
れ
た
が
（
「
円
覚
寺
新
文
書
渡
目
録
」

■
‐
遠
巴
、
建
武
四
年
、
河
俣
左
近
大
夫
ら
の
濫
妨
が
あ
り
（
「
細
川

和
氏
奉
書
」
画
‐
］
ｇ
）
、
康
永
元
年
（
一
一
一
一
四
一
一
）
泉
・
船
津
両
郷
を
寺

家
雑
掌
に
打
ち
渡
し
た
（
「
左
衛
門
尉
信
忠
等
連
署
打
渡
状
」
早
］
出
）
。

貞
治
四
年
に
墨
牛
二
鋪
と
墨
梅
囚
鋪
の
絵
画
を
斯
波
高
経
に
贈
り

秘
計
を
廻
ら
し
た
が
（
「
仏
日
庵
公
物
目
録
」
ロ
ー
］
臼
）
、
翌
年
に
は
両
郷

に
高
経
が
半
済
を
お
こ
な
っ
た
た
め
足
利
義
詮
が
「
禅
院
寺
領
、

不
可
し
混
一
一
本
所
領
一
蚕
」
と
し
て
半
済
を
と
ど
め
寺
に
返
さ
せ
て
お

り（「将軍家縦鯏御判御教書案」・１重）、至徳一兀年十一一月普明
一
一
五
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●

法
政
史
学
第
一
五
号

国
師
（
春
屋
妙
飽
）
の
計
ら
い
に
よ
り
青
蓮
院
門
跡
尊
道
親
王
の

寄
進
で
、
関
東
下
知
状
ほ
か
相
伝
文
書
を
要
脚
（
銭
）
三
万
疋
で

買
い
求
め
た
が
、
所
領
の
範
囲
は
知
り
得
な
い
（
「
前
大
僧
都
法
印
某

証
状
」
ぬ
‐
画
筆
）
。
永
和
の
官
宣
旨
に
は
見
え
る
が
、
嘉
慶
二
年
（
一

三
八
八
）
三
月
一
一
十
八
日
、
伊
藤
景
氏
が
泉
郷
の
公
文
職
成
万
名

の
代
官
と
し
て
、
同
名
の
年
貢
・
公
事
を
規
定
ど
お
り
同
寺
に
紬

む
く
ぎ
請
文
を
見
て
か
ら
は
（
「
伊
藤
景
氏
請
文
」
画
‐
＄
。
）
、
円
覚
寺

文
書
に
は
山
本
庄
の
名
が
見
え
な
い
。

尾
張
国
中
嶋
郡
国
分
・
溝
口
両
村

両
村
に
つ
い
て
は
（
「
円
覚
寺
文
書
請
取
状
」
口
Ｉ
』
Ｓ
）
に
高
越
州
師
泰

の
施
行
と
見
え
る
ほ
か
、
永
和
の
官
宣
旨
に
見
え
る
の
承
で
あ
る
。

八
楠
郷

駿
河
国
下
嶋
郷
内
大
屋
勘
解
由
左

衛
門
尉
の
旧
領

駿
河
国
下
嶋
郷
を
司
方

駿
河
国
浅
応
眼
庄
内
東
郷
・
瀬
奈

春
吉
・
鎌
田
春
吉
・
高
松
春
吉

武
蔵
国
丸
子
保
平
間
郷
内
知
行
分

半
分

駿
河
国
葉
梨
庄
内
上
郷
・
中
郷

寄
進
地
ほ
か
一
寄
進
年
月
一
寄
進
者

観
応
二
年
一
一
一
月
二
十
五
日

？
〔
貞
治
二
年
不
知
行
〕

貞
治
元
年
十
二
月
二
十
一
日

貞
治
二
年
壬
正
月
十
二
日

９
．

応
安
五
年
一
一
月
十
五
日

今
川
範
国

冊
海

今今今今
川川川川
範範範範
国国氏国

今
川
範
国

一一一ハ

出
羽
国
寒
河
江
庄
五
箇
郷

吉
田
・
堀
口
・
三
曹
司
。
両
所
・
窪
目
の
五
ヶ
郷
の
名
は
、
他
の
所

領
と
同
じ
く
文
書
目
録
に
見
え
る
が
、
永
和
の
官
宣
旨
、
お
よ
び

持
氏
の
安
堵
状
に
見
え
て
か
ら
は
円
覚
寺
に
そ
の
名
を
見
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
鎌
倉
御
所
の
管
轄
下
に
な
い
国
の
荘
園
、
つ
ま

り
遠
方
の
所
領
は
漸
次
失
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
一
方
建
武
以

降
足
利
氏
の
庇
護
下
に
寄
進
さ
れ
た
所
領
も
あ
っ
た
わ
け
で
、
前

述
し
た
如
く
、
そ
の
規
模
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
比
較
し
て
概
し

て
小
さ
い
。

以
下
紙
数
の
関
係
で
そ
の
大
概
を
表
示
す
る
。

追
善
費
用

関
銭
・
津

料
の
免
除

追
善
費
用

７
．

追
善
費
用

寄
進
の

目
的？

●

（「心省船馴寺頗寄進状」画Ｉ』全）ほか閂‐］た》
い
－
］
◎
、

（
「
円
覚
寺
文
書
請
取
状
」
山
Ｉ
」
の
○
）
ほ
か
函
Ｉ
］
Ｓ

（「駿河国守渡船剛書下Ｌ－研端山－搬跡》Ⅱ匪珊》
（「将軍家齪鯏御判御教書」㈲Ｉ骨④）ほか■１］望》

い
Ｉ
］
の
、
』
画
－
』
α
の

（「駿河国守護鵬剛書下ＬＩ緋州巾ｌ舶恥凶Ｉ田山》
（
「
価
海
寺
領
寄
進
状
」
ぬ
１
９
ｓ
ほ
か
い
１
９
］
ご
い
Ｉ
巴
ｇ

㈲
１
回
四
ｍ

関
係
文
書
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常
陸
国
真
壁
郡
竹
来
郷
内
中
根
村

下
総
国
印
幡
印
西
条

伊
豆
国
府
中
関
所

（
箱
根
山
水
飲
関
所
の
替
と
し
て
）

鎌
倉
中
ノ
酒
壷
別
儀
十
匹
二
ケ
年
間
）

武
蔵
国
比
企
郡
竹
沢
郷
内
西
方

常
陸
国
小
河
郷
（
三
ケ
年
間
）

駿
河
・
武
蔵
・
甲
州
・
相
模
・
安

房
・
上
総
・
下
総
・
常
陸
・
上
野

下
野

越
後
国
加
地
圧

武
蔵
国
江
戸
前
嶋
内

駿
河
国
佐
野
郷

鎌
倉
中
の
間
別
銭
一
文
（
三
ヶ
年

間
）

箱
根
山
承
河
宿
関
所
の
関
銭
（
大

森
葛
山
関
務
半
分
の
替
と
し
て
）

相
模
・
上
総
・
下
総
・
安
房
国
の

棟
別
銭
一
疋

中
世
仏
教
と
武
士
と
の
関
係
（
富
塚
）

応
永
二
十
一
年
五
月
二
十
五
日

文
安
六
年
六
月
十
九
日

永
和
二
年
九
月
二
十
四
日

永
和
二
年
壬
七
月
十
日

７
．

永
和
元
年
一
一
月

永
和
二
年
十
二
月
十
九
日

康
暦
二
月
六
月

至
徳
元
年
六
月
二
十
五
日

永
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日

（
永
徳
二
年
永
代
寄
進
）

応
永
十
三
年
関
六
月
十
五
日

至
徳
二
年
二
月
一
一
一
日

応
永
二
年
七
月
二
十
八
日

足
利
氏
満

足
利
氏
満

か

つ
・

足
利
氏
満

法
初

足
利
氏
満

足
利
氏
満

足
利
氏
満

足
利
氏
満

足
利
氏
満

足
利
持
氏

藤
田
紀
春

足
利
氏
満

諸
役
免
除

造
営
料

造
営
料

造
営
料

造
営
料

追
善
費
用

９
．

造
営
料

造
営
料

？
。

造
営
料

造
営
要
脚

（
「
官
宣
旨
」
■
１
国
９
画
－
＆
巴

（「関東管領朏鮒奉書」閂１９『）ほか画１回、『》画Ｉ目Ｄご
い
－
㈲
、
○
や
■
１
画
、
］
・
閂
－
回
②
回
・
ｐ
Ｉ
ｐ
ｍ
ｍ
や

色
ｌ
〕
○
四
口
口
’
四
］
〕
》
■
－
山
」
、
》
ロ
ー
】
」
の
》

画
’
四
］
『
や
■
’
四
四
○

（「越後国守護舩純遵行柵叶艸俶出《稲か凶Ｉ田？
（「関東管領朏鮒奉書」回Ｉ皀李）ほか回ｌＥｍ向１回］９

画
－
い
］
『
》
ロ
ー
い
い
面
》
い
Ｉ
い
い
①
』
閂
１
画
〕
今
や

画
１
画
い
、

（「関東管領鮎鮒奉書」い‐旨い）ほか画－いい９画－局『・
面
１
画
、
、
や
面
１
画
、
①
』
画
－
ｍ
①
。

（「関東管領鮎鮒奉書」画Ｉ侭ら

（「鎌倉御所献御教書」ぬ－いも）ほか回１画、○

（「関東管領鮎彬奉書」画１画Ｓ）ほかい－回＄》い－画＄．
■
１
回
「
Ｃ
や
い
－
画
『
］
や
■
－
画
、
①
》
函
－
画
Ｄ
ｂ

（「鎌倉御所鰍寺領寄進状」回ｌ鵠、）ほか閂Ｉ畠『
（
「
円
覚
寺
文
書
目
録
」
ｐ
－
】
＆
）
ほ
か
■
－
誤
Ｐ
画
－
四
ｓ

（「伊豆国守護代鮪熊打柵鍬壬画ｌ〕ご）ほか画ｌ冶Ｐ
（「鎌倉御所瑞御教書」・‐四日）ほか画－山士

（「鎌倉瑞御教書」い‐壁、）ほか。ｌ〕＄

一

一

七
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法
政
史
学
第
一
五
号

や
や
時
代
は
下
る
が
、
応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
）
の
「
鎌

倉御所噸御教書」（ロＩ山田）に見える所領を列記すると
下
総
国
印
西
条
内
外

下
総
国
大
須
賀
保
内
毛
成
・
草
毛
両
村

上
総
国
畔
蒜
庄
内
亀
山
郷
な
ら
び
に
沼
田
寺

上
総
国
土
気
郡
堀
代
郷
駒
込
・
赤
荻
両
村

上
総
国
一
宮
庄
内
南
上
郷

上
総
国
望
東
郡
金
田
保
内
大
崎
村

武
蔵
国
江
戸
前
嶋
内
森
木
村

武
蔵
国
丸
子
保
内
平
間
郷
半
分

上
野
国
玉
村
御
厨
内
北
玉
村

常
陸
国
真
壁
郡
内
中
根
村

出
羽
国
北
寒
河
江
庄
五
ヶ
郷

門
前
屋
地

と
見
え
、
門
前
屋
地
を
除
い
て
す
べ
て
地
頭
職
で
あ
る
。

こ
の
間
、
応
安
七
年
（
一
二
七
四
）
の
火
災
、
応
永
八
年
（
一

四
○
一
）
二
月
、
応
永
十
四
年
（
一
四
○
七
）
十
一
月
と
再
度
の

火
災
が
あ
り
、
そ
の
後
も
数
度
の
火
災
、
足
利
氏
の
衰
亡
な
ど
に

よ
っ
て
当
寺
屯
振
わ
な
く
な
っ
た
が
、
天
正
十
八
年
二
五
九
○
）
、

徳
川
家
康
の
入
部
の
際
、
一
四
四
貫
入
三
○
文
が
寄
せ
ら
れ
（
「
徳

川
家
康
判
物
案
」
油
‐
治
山
）
、
や
や
旧
観
を
復
し
得
る
。

お
わ
り
に

鎌
倉
円
覚
寺
の
所
領
を
め
ぐ
っ
て
、
中
世
の
一
寺
院
た
る
円
覚

寺
が
、
鎌
倉
時
代
に
は
北
条
氏
の
庇
護
下
に
、
建
武
中
興
以
後
は

足
利
氏
の
帰
依
に
よ
っ
て
多
く
の
寺
領
を
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
伸
張

す
る
過
程
を
見
た
わ
け
で
あ
る
が
、
当
寺
の
開
基
、
北
条
時
宗
と

開
山
、
無
学
祖
元
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
辻
善
之
助
著
『
日
本
文

化
と
仏
教
』
の
中
で
、
”
弘
安
四
年
敵
兵
百
万
来
っ
て
博
多
を
攻

め
た
け
れ
ど
も
、
時
宗
は
一
向
気
に
も
か
け
ず
、
た
だ
毎
日
老
僧

（
砠
紛
別
）
と
諸
僧
を
招
い
て
、
法
話
を
交
へ
、
禅
定
の
楽
に
ひ
た

っ
て
い
た
。
後
に
至
り
、
果
し
て
仏
天
こ
れ
に
感
応
し
、
国
家
平

穏
に
帰
し
た
。
か
く
の
如
き
の
精
神
の
力
量
を
具
へ
て
ゐ
る
の

は
、
実
に
不
可
思
議
で
あ
る
。
こ
れ
蓋
し
仏
の
生
ま
れ
か
わ
り
で

あ
ら
う
。
〃
（
新
訂
一
○
五
頁
注
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

中
世
仏
教
、
と
く
に
禅
宗
が
、
鎌
倉
武
士
精
神
の
酒
養
に
与
っ
て

力
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
察
さ
せ
る
。

円
覚
寺
の
建
築
を
し
て
も
、
板
葺
・
草
葺
を
用
い
、
質
実
簡
素

の
家
風
を
失
な
わ
ず
、
自
ら
鎌
倉
武
士
の
面
目
を
発
揮
し
て
い
る

か
の
よ
う
で
あ
る
。

（
東
京
瓦
斯
株
式
会
社
勤
務
）
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